
「向陵時報」紙上の日野啓三

(
郷
土
作
家
資
料
紹
介
)

「
向
陵
時
報
」
紙
上
の
日
野
啓
三

一
府
中
中
学
か
ら
〓
偽
へ

日
野
啓
三
は
、
日
本
が
戦
い
に
敗
れ
た
一
九
四
五
　
(
昭
和
二
〇
)
年
八
月
一
五

日
当
時
、
朝
鮮
京
城
の
龍
山
中
学
校
四
年
次
に
在
籍
し
て
い
た
。
街
で
　
「
朝
鮮
独

立
」
　
の
　
「
祝
賀
デ
モ
」
　
が
続
き
、
「
亡
国
の
民
」
　
と
し
て
不
安
な
日
々
を
過
ご
し

た
よ
う
だ
。
同
年
一
一
月
　
「
引
揚
げ
船
で
釜
山
港
」
　
を
離
れ
、
家
族
と
共
に
福
山

市
郊
外
の
　
「
父
の
郷
里
の
家
」
　
に
落
ち
着
い
た
。
直
後
、
福
山
誠
之
館
中
学
校
へ

の
転
入
学
を
申
し
出
た
が
、
「
外
地
は
程
度
が
低
い
」
　
と
い
う
理
由
で
断
ら
れ
、

府
中
市
の
府
中
中
学
校
の
四
年
次
に
転
入
学
。
翌
l
九
四
六
(
昭
和
二
一
)
年
四
、

五
月
、
旧
制
第
一
高
等
学
校
文
科
甲
類
を
受
験
し
て
、
七
月
に
合
格
が
決
定
し
た
。

中
学
校
四
年
修
了
で
第
二
両
等
学
校
文
科
甲
類
(
第
二
外
国
語
ロ
シ
ア
語
)
　
に
進

学
。
九
月
五
日
新
入
生
の
入
寮
が
開
始
さ
れ
、
九
月
九
日
入
学
式
、
翌
一
〇
日
入

寮
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

一
方
、
第
二
局
等
学
校
寄
宿
寮
発
行
の
　
「
向
陵
時
報
」
　
は
、
一
九
三
〇
　
(
昭
和

五
)
　
年
一
月
一
七
日
付
で
第
一
号
が
発
行
さ
れ
、
l
九
四
四
　
(
昭
和
一
九
)
　
牛
五

月
三
一
日
付
で
第
一
五
七
号
の
　
「
終
刊
特
輯
ロ
ぎ
　
が
発
行
さ
れ
て
廃
刊
。
「
二
星

霜
」
　
を
経
て
、
戦
い
終
え
た
後
の
一
九
四
六
　
(
昭
和
二
一
)
　
年
六
月
二
二
日
付
で

復
活
第
一
号
の
第
一
五
八
号
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
日
野
啓
三
入
学
後
に
、
最
初

山
　
内
　
樺
　
史

に
発
行
さ
れ
た
「
向
陵
時
報
」
は
、
一
九
四
六
年
一
二
月
七
日
付
発
行
の
第
一
五

九
号
で
あ
っ
た
。

そ
の
第
一
五
九
号
の
第
一
面
に
は
、
「
新
入
生
出
身
校
調
査
」
　
と
い
う
見
出
し

の
記
事
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
七
月
十
六
日
発
表
に
よ
る
新
入
生
出
身
調
査
は

左
の
如
く
、
東
京
出
身
四
四
二
一
%
、
関
東
地
方
一
五
%
そ
の
他
と
な
っ
て
ゐ
る
。
」

と
い
う
前
書
き
の
後
、
(
入
学
者
数
)
と
出
身
中
学
校
名
と
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

入
学
者
数
　
(
一
)
　
の
う
ち
に
　
「
府
中
」
　
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
入
学
者
日
野
啓
三
と

そ
の
出
身
中
学
校
名
と
知
れ
る
。
因
み
に
、
こ
の
年
福
山
誠
之
館
中
学
校
か
ら
の

〓
局
へ
の
入
学
者
は
、
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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二
　
一
高
入
学
の
頃

第
一
五
九
号
に
は
、
「
謹
悼
　
原
口
統
三
君
」
　
の
特
輯
が
組
ま
れ
て
、
橋
本
一

明
「
歌
な
き
勝
利
-
原
口
統
三
見
の
死
を
悼
ん
で
」
　
と
宇
田
健
　
「
近
代
人
-
原
口

統
三
に
捧
ぐ
ー
」
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
原
口
統
三
は
、
一
九
二
七
(
昭
和
二
)

年
一
月
一
四
日
、
京
城
生
ま
れ
。
植
民
地
育
ち
の
秀
才
で
、
「
終
戦
前
後
の
一
高

寮
で
そ
の
詩
才
が
畏
敬
さ
れ
た
」
　
(
清
岡
卓
行
)
　
が
、
一
九
四
六
　
(
昭
和
二
一
)

年
一
〇
月
二
五
日
夜
、
逗
子
の
海
に
入
水
し
て
、
自
ら
二
〇
　
(
満
一
九
)
　
歳
の
生
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命
を
断
っ
た
。
同
じ
植
民
地
育
ち
の
日
野
啓
三
が
、
原
口
統
三
の
追
悼
記
を
、
ど

の
よ
う
な
想
い
で
読
ん
だ
の
か
、
原
口
統
三
と
同
じ
年
齢
の
時
、
自
殺
を
図
っ
た

事
の
あ
る
私
に
は
、
興
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
野
啓
三
の
回
想
に
従
え
ば
、
当

時
の
彼
は
.
、
同
紙
の
「
論
説
」
欄
に
掲
げ
ら
れ
た
上
田
耕
一
郎
「
唯
物
弁
証
法
に

就
て
」
等
の
方
に
、
よ
り
興
味
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

入
学
後
、
日
野
啓
三
は
、
弁
論
部
に
所
属
し
、
寄
宿
寮
は
北
寮
一
五
、
一
六
番

の
弁
論
部
室
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
九
四
七
(
昭
和
二
二
)
年
二
月
一
日
付
発
行

二
∴
二

の
「
向
陵
時
報
」
第
二
ハ
〇
号
に
よ
れ
ば
、
「
一
高
弁
論
班
　
朝
日
討
論
会
優
賞
」

の
見
出
し
の
も
と
「
我
国
最
初
の
試
な
る
朝
日
新
聞
社
主
催
大
学
高
専
討
論
会
に

二
両
チ
ー
ム
は
優
勝
し
た
」
と
し
て
、
そ
の
　
「
経
過
」
　
の
詳
細
が
述
べ
ら
れ
、
更

に
、
復
活
し
た
「
志
聯
合
弁
論
大
会
」
の
模
様
も
、
一
人
一
人
の
弁
論
内
容
ま

で
紹
介
、
紆
果
、
土
井
教
授
か
ら
「
三
高
の
敗
北
」
が
述
べ
ら
れ
、
一
高
は
「
好

成
績
を
挙
げ
得
」
た
と
あ
る
。
二
両
弁
論
部
が
際
立
っ
て
華
や
か
に
活
躍
し
て
い

た
様
子
が
知
ら
れ
る
。
「
向
陵
時
報
」
に
は
、
他
に
も
「
向
陵
生
活
」
に
つ
い
て

や
「
自
治
寮
」
に
つ
い
て
初
め
、
日
野
啓
三
が
「
も
の
の
見
方
、
考
え
方
、
生
き

方
の
基
本
を
習
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
よ
う
な
、
様
々
な
論
説
、
随
想
、
創
作
、

詩
な
ど
が
、
多
く
散
見
す
る
。

三
　
文
学
へ
の
目
覚
め

自
筆
「
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
七
(
昭
和
二
二
)
年
の
項
に
「
二
年
生
に

な
っ
て
偶
然
に
文
芸
評
論
家
荒
正
人
氏
の
講
演
を
聞
い
て
、
戦
後
文
学
と
い
う
新

し
い
文
学
を
知
り
、
野
間
宏
、
椎
名
麟
三
、
埴
谷
雄
高
な
ど
の
新
作
を
熱
心
に
読

み
始
め
る
。
」
と
「
文
学
に
引
か
れ
」
て
ゆ
く
、
己
が
情
況
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
四
八
(
昭
和
二
三
)
年
二
月
一
日
付
発
行
「
向
陵
時
報
」
第
一
六
二
号
の
文

芸
部
「
詩
の
春
に
寄
す
」
に
は
「
時
報
の
投
稿
が
現
在
一
高
の
文
芸
発
表
の
唯
一

の
機
関
で
あ
る
」
と
あ
り
、
同
紙
末
尾
に
は
、
「
向
陵
時
報
部
」
か
ら
の
「
向
陵

時
報
原
稿
募
集
」
と
い
う
見
出
し
の
次
の
よ
う
な
広
告
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

向
陵
時
報
第
百
六
拾
三
号
の
原
稿
を
募
集
す
る
。
論
説
一
般
、
文
芸
作
品
す

べ
て
有
能
な
る
投
稿
を
期
待
す
る
　
四
百
字
三
拾
枚
内
外
、
カ
ッ
ト
写
真
等

は
明
寮
二
階
時
報
室
迄
持
参
さ
れ
た
い
。
新
人
の
登
場
を
切
に
望
む
。

こ
れ
を
見
て
、
日
野
啓
三
は
、
「
向
陵
時
報
」
　
へ
の
「
創
作
」
の
投
稿
を
決
意

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
八
(
昭
和
二
三
)
年
六
月
二
五
日
付
発
行
の
「
向
陵

時
報
」
第
一
六
三
号
に
は
、
「
向
陵
時
報
編
輯
部
」
の
委
員
杉
山
邦
衛
の
「
編
輯

後
記
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
一
節
に
次
の
よ
う
な
言
説
が
見
ら
れ
る
。

「
狭
き
門
」
の
作
者
日
野
君
に
三
毛
秀
れ
た
点
少
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
働

く
学
生
の
創
作
と
し
て
成
功
し
て
ゐ
る
点
は
多
い
の
で
す
が
、
働
く
学
生
そ

ヽ

　

ヽ

の
人
が
、
「
苦
し
い
バ
イ
ト
の
中
か
ら
残
し
た
金
で
買
っ
て
行
っ
た
ア
ジ
の

干
物
を
涙
を
こ
ぼ
さ
ん
ば
か
り
に
し
て
喜
ん
で
食
べ
た
故
郷
の
病
床
の
母
」

を
無
抵
抗
に
思
ひ
浮
べ
る
人
間
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
事
実
さ
う
で
あ

る
の
だ
か
ら
仕
様
が
あ
る
ま
い
と
言
は
れ
る
と
困
り
ま
す
が
、
創
作
と
銘
打

っ
に
は
、
矢
張
り
異
つ
た
要
素
が
必
要
で
せ
う
。
そ
れ
は
、
ひ
と
つ
の
主
点

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

を
明
噺
判
明
に
、
修
辞
学
上
か
ら
も
明
噺
判
明
に
表
現
す
る
技
な
り
と
決
定

し
ま
す
。
若
し
更
に
そ
れ
が
誤
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
寧
ろ
君
自
身
の
生
活

が
小
説
に
書
か
れ
ぬ
方
が
よ
り
貴
重
な
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ま
す
。
之
は

二
塀
の
人
々
に
対
す
る
僕
の
苦
言
で
す
。
.
併
し
乍
ら
結
局
最
後
に
、
悪
作
に

て
は
決
し
て
な
か
つ
た
と
断
じ
ま
す
。

こ
こ
に
批
評
さ
れ
て
い
る
日
野
啓
三
の
創
作
「
狭
き
門
」
は
、
残
念
な
が
ら
現
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在
見
る
事
が
適
わ
な
い
。
没
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
「
駒
場
の
一

高
寄
宿
寮
」
　
で
　
「
も
の
の
見
方
、
考
え
方
、
生
き
方
の
基
本
を
習
っ
た
」
と
い
う

日
野
啓
三
に
と
っ
て
、
こ
の
杉
山
邦
衛
の
　
「
苦
言
」
　
は
、
学
ぶ
べ
き
点
の
あ
る
批

評
と
感
じ
ら
れ
、
次
の
創
作
に
生
か
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

四
　
創
作
　
「
永
劫
の
図
」

一
九
四
八
　
(
昭
和
二
三
)
　
年
八
月
一
日
付
発
行
の
　
「
向
陵
時
報
」
　
第
一
六
四
号

全
二
面
の
第
一
面
に
は
、
森
有
正
　
「
勉
強
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
」
と
日
野
啓
三

の
　
「
創
作
　
永
劫
の
図
」
が
掲
げ
ら
れ
、
第
二
面
に
は
、
杉
山
邦
衛
の
創
作
「
卑

怯
な
心
」
　
と
片
山
穀
の
随
筆
「
模
倣
の
心
理
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
森
有
正
、

片
山
穀
の
二
編
は
、
〓
局
教
師
の
依
頼
さ
れ
て
寄
稿
し
た
随
想
で
あ
っ
て
、
こ
の

号
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
・
日
野
啓
三
と
杉
山
邦
衛
と
の
二
つ
の
創
作
で
あ

る
。
日
野
啓
三
の
創
作
は
、
杉
山
邦
衛
の
先
の
　
「
苦
言
」
を
尊
重
し
た
結
果
か
、

作
者
「
そ
の
人
」
が
主
人
公
で
な
く
、
ま
た
、
作
者
「
自
身
の
生
活
が
小
説
に
書

か
れ
」
　
て
は
い
な
い
。
こ
の
創
作
「
永
劫
の
図
」
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
著
作
権

所
有
者
の
了
解
を
得
た
上
で
、
全
文
を
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

第
一
六
四
号
の
時
報
委
員
杉
山
邦
衛
の
　
「
後
記
」
　
に
は
、
発
行
に
到
る
経
緯
が

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

嵩
む
一
方
の
印
刷
費
、
並
び
に
用
紙
入
手
の
加
は
る
困
難
性
に
災
さ
れ
て
、

、
叩
・
【
・
」

向
陵
時
報
の
増
刊
は
　
愚
　
か
定
期
の
発
行
さ
へ
危
く
な
っ
て
来
て
ゐ
る
。

其
の
至
難
性
の
根
幹
を
衝
き
た
く
思
ふ
。
(
略
)
　
私
は
こ
1
に
唯
一
つ
の

こ
と
を
試
み
て
み
た
。
四
面
を
二
面
に
な
し
て
二
回
の
発
刊
と
す
る
こ
と
で

あ
る
。
論
説
に
主
点
を
置
い
た
の
だ
が
、
惜
む
ら
く
は
投
稿
が
全
く
無
か
つ

た
。
為
に
偏
っ
た
紙
面
と
な
っ
た
が
、
実
は
私
の
案
じ
て
ゐ
た
の
は
専
ら
経

費
と
印
刷
と
の
問
題
で
あ
る
。

幸
ひ
中
央
会
計
委
員
仙
石
敬
君
其
他
諸
兄
の
御
厚
意
か
ら
相
当
額
の
資
を

〓
二
こ
獲
　
て
、
実
現
の
運
び
を
と
る
こ
と
が
出
来
た
。

片
山
先
生
、
森
先
生
の
原
稿
依
頼
に
際
し
て
の
快
諾
は
嬉
し
く
、
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

各
二
篇
の
詩
と
短
歌
、
一
篇
の
俳
句
は
到
底
と
る
に
耐
へ
な
か
っ
た
。
日

野
君
の
作
品
、
難
詰
で
胸
が
一
杯
な
の
だ
が
、
毎
回
の
熱
心
な
投
稿
に
は
、

【
バ
,
【
・
、

情
に
ほ
　
ぐ
さ
れ
た
か
た
ち
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

文
芸
部
は
磋
秩
続
き
で
あ
り
、
向
陵
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
幻
夢
は
噴
ふ
べ
き

で
あ
る
と
思
ふ
。

「
文
芸
部
」
復
活
の
夢
は
砕
か
れ
て
い
た
当
時
、
「
文
学
」
に
目
覚
め
た
〓
愚

生
日
野
啓
三
が
作
品
を
投
稿
で
き
る
機
関
は
、
「
向
陵
時
報
」
だ
け
で
あ
っ
た
。

第
一
六
三
号
へ
　
「
狭
き
門
」
、
第
一
六
四
号
へ
　
「
永
劫
の
図
」
と
、
毎
号
創
作
を

「
投
稿
」
す
る
日
野
啓
三
に
、
時
報
委
員
杉
山
邦
衛
は
、
心
打
た
れ
た
の
で
あ
ろ

ぅ
。
文
学
作
品
の
う
ち
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
は
没
に
し
た
が
、
「
日
野
君
の
作
品
」

は
「
難
詰
で
胸
が
一
杯
」
だ
が
、
「
毎
回
の
熱
心
な
投
稿
に
」
情
に
絆
さ
れ
て
掲

載
し
た
と
い
う
。
ど
の
よ
う
な
「
難
詰
で
胸
が
一
杯
な
の
」
か
は
、
書
か
れ
て
い

な
い
の
で
、
不
明
だ
。
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五
　
創
作
「
同
志
」
と
時
報
委
員

一
九
四
八
　
(
昭
和
二
三
)
年
六
月
二
五
日
付
発
行
の
　
「
向
陵
時
報
」
第
一
六
三

号
に
、
「
原
稿
募
集
」
と
題
す
る
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よ
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が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
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第
百
六
十
五
号
の
原
稿
を
汎
く
募
集
し
ま
す
。
論
説
、
評
論
、
創
作
、
詩
歌
。

締
切
九
月
十
五
日
。
投
稿
は
正
門
脇
投
稿
箱
又
は
明
寮
三
階
読
書
室
迄
。

「
向
陵
時
報
」
第
二
ハ
五
号
は
、
一
九
四
八
(
昭
和
二
三
)
牛
二
.
月
三
〇
日

付
で
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
三
面
の
「
文
芸
」
欄
に
日
野
啓
三
の
創
作
「
同

志
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
先
の
「
原
稿
募
集
」
の
「
締
切
」
か

ら
推
し
て
、
一
九
四
八
年
九
月
一
五
日
頃
迄
に
脱
稿
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
稲
垣

眞
美
は
『
旧
制
〓
局
の
文
学
』
(
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
六
年
三
月
三
日
付
発
行
)

で
、
「
同
志
」
　
の
梗
概
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

日
野
の
「
同
志
」
は
、
ま
さ
に
党
活
動
に
も
関
わ
っ
た
体
験
に
裏
打
ち
さ

れ
て
い
る
。
主
人
公
は
、
学
生
の
共
産
党
員
大
会
の
席
上
、
思
わ
ぬ
旧
知
の

姿
を
見
出
し
て
息
を
の
む
。
そ
の
友
は
、
か
つ
て
陸
士
に
進
ん
だ
軍
国
主
義

の
固
ま
り
の
よ
う
な
い
か
つ
い
男
だ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
が
い
ま
や
実
践
力
に

富
む
優
秀
な
党
員
と
な
っ
て
い
る
。
主
人
公
は
わ
り
き
れ
ぬ
思
い
に
と
ら
わ

れ
る
が
、
や
が
て
共
に
デ
モ
の
列
に
加
わ
り
、
ウ
ン
カ
の
よ
う
な
武
装
警
官

隊
を
前
に
し
て
、
二
人
は
し
っ
か
り
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
い
た
。

ま
た
、
大
岡
信
「
日
野
啓
三
、
思
い
出
」
(
「
す
ぼ
る
」
第
二
四
巻
第
一
二
号
、

二
〇
〇
二
年
一
二
月
一
日
付
発
行
)
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
。

日
野
啓
三
に
は
「
向
陵
時
學
に
発
表
し
た
小
説
が
一
つ
だ
け
あ
っ
て
・

こ
れ
は
彼
自
身
、
た
ぶ
ん
ど
こ
で
も
触
れ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
自
分
で
は

若
昏
き
と
し
て
否
定
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
う
名
を
挙
げ
て
も

許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
同
志
」
せ
い
う
題
の
、
い
わ
ゆ
る
同
伴
者
文

学
的
な
短
編
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。

こ
の
「
同
志
」
に
つ
い
て
も
、
先
の
「
永
劫
の
図
」
と
共
に
、
い
ず
れ
著
作
権

所
有
者
の
了
解
を
得
た
上
で
、
全
文
を
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

却
説
、
第
一
六
五
号
の
第
四
面
に
は
、
「
(
第
百
七
十
五
期
　
寄
宿
寮
委
員
)
」

が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
中
に
「
学
芸
恨
望
ノ
一
外
信
也
」
「
時
報
賢
二
ノ
三

日
野
啓
三
」
と
あ
っ
て
、
学
芸
委
員
に
外
信
也
が
、
時
報
委
員
に
日
野
啓
三
が
就

任
し
た
と
知
れ
る
。
第
二
面
の
「
論
説
後
記
」
に
は
、
(
S
)
の
文
章
と
共
に
、
「
日

野
」
　
の
次
の
よ
う
な
文
章
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
度
は
市
原
先
生
と
八
杉
先
生
か
ら
原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
　
市
原

先
生
に
は
生
徒
課
長
の
多
忙
の
中
を
、
又
八
杉
先
生
に
は
非
常
な
御
老
体
に

も
拘
ら
ず
快
よ
く
御
寄
稿
下
さ
っ
た
こ
と
を
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

又
論
説
の
選
衡
そ
の
外
は
外
君
に
お
ね
が
ひ
し
ま
し
た
が
忙
し
い
中
を
よ
く

や
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
併
せ
て
お
礼
申
し
ま
す
。

ま
た
、
「
同
志
」
　
の
掲
載
さ
れ
た
第
三
面
末
尾
に
は
、
外
信
也
の
「
小
説
と
い

ぅ
も
の
」
と
題
す
る
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

僕
達
が
小
説
を
書
い
て
友
達
に
見
せ
る
と
大
抵
、
そ
れ
は
小
説
で
は
な
い

と
二
言
の
も
と
に
言
わ
れ
る
時
が
多
い
。
た
し
か
に
下
手
な
の
だ
か
ら
そ
れ

も
も
っ
と
も
だ
と
思
う
が
、
や
は
り
小
説
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り

さ
せ
て
か
ら
批
評
す
る
の
が
当
然
だ
ら
う
。

何
が
小
説
な
の
だ
ろ
う
。
二
一
己
に
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
無
理
に
い

ぇ
ば
誤
か
不
充
分
な
も
の
に
な
る
。
だ
が
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
だ
け
れ

ど
も
リ
ア
リ
ズ
ム
が
根
底
と
な
る
べ
き
だ
と
思
う
。
小
説
は
リ
ア
ル
な
も
の

を
、
如
何
に
表
現
す
る
か
と
い
う
こ
と
。
勿
論
初
め
に
こ
と
わ
つ
た
通
り
、

そ
れ
は
一
要
素
に
す
ぎ
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
。

大
衆
小
説
の
持
っ
て
い
る
も
の
は
偶
然
と
感
傷
の
み
だ
そ
う
だ
が
い
わ
ゆ

る
純
粋
小
説
に
そ
れ
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
は
い
え
な
い
と
思
う
。
僕
は

む
し
ろ
偶
然
-
可
能
性
を
求
め
た
い
。
た
ゞ
し
リ
ア
ル
な
可
能
性
を
。
し
か
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も
そ
れ
が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
!
　
二
十
世
紀
の
悲
劇
は
可
能
性
と
ロ
マ
ン
主

義
-
英
雄
主
義
の
喪
失
に
始
っ
た
。
十
九
世
紀
の
産
物
だ
と
思
っ
て
い
た
が

そ
れ
が
、
現
代
の
ヒ
ー
ロ
ー
絶
望
を
追
い
出
す
時
が
来
て
い
る
可
能
性
を
身

に
つ
け
た
英
雄
!
　
オ
プ
チ
ミ
ス
ト
こ
そ
僕
達
の
友
と
な
る
だ
ろ
う
。

日
野
君
の
　
「
同
志
」
は
僕
の
こ
う
い
う
気
持
に
近
づ
い
て
い
る
の
で
大
変

嬉
し
く
思
っ
た
。
こ
ま
か
い
技
巧
の
点
は
僕
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
君

の
創
作
態
度
に
同
感
す
る
。
だ
が
作
品
そ
の
も
の
は
色
々
不
満
に
思
っ
た
。

そ
れ
は
リ
ア
ル
な
も
の
で
な
い
処
だ
っ
た
。
特
に
終
り
の
方
な
ど
。
い
か
に

生
き
る
か
、
君
は
も
つ
と
可
能
性
に
つ
い
て
確
信
を
持
っ
て
下
さ
い
。
虚
無

も
絶
望
も
リ
ア
ル
な
可
能
性
　
-
　
実
は
そ
れ
が
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
の
だ

が
　
ー
　
の
中
に
止
揚
す
る
こ
と
が
今
後
の
途
で
は
な
か
ろ
う
か
。

早
く
に
日
野
啓
三
の
創
作
を
論
じ
た
、
注
目
す
べ
き
文
章
と
い
え
よ
う
。
こ
の

評
言
は
、
日
野
啓
三
に
浸
透
し
て
、
彼
の
生
き
る
姿
勢
の
生
成
に
深
く
関
わ
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
、
興
味
深
い
。

な
お
、
第
一
六
五
号
の
第
五
面
に
は
、
「
文
芸
欄
後
記
」
が
掲
げ
ら
れ
、
(
N
)

の
署
名
が
あ
る
。
中
山
泰
三
の
手
に
な
る
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
最
終
第
六
面
末

尾
に
は
、
「
編
集
後
記
」
と
題
す
る
一
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る

が
、
次
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。

「
逢
び
き
」
と
い
ふ
映
画
を
み
た
人
は
あ
の
中
に
描
か
れ
た
世
界
が
知
性

人
の
辿
り
つ
く
最
後
の
風
景
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
を
夫
々
に
実
感
し
た
で
あ
ら

ぅ
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
空
白
を
埋
め
な
が
ら
そ
の
黒
と
白
と
の
不
規
則
な
市

松
模
様
の
向
ふ
に
妻
の
心
の
旅
路
を
見
つ
め
て
ゐ
た
夫
の
心
に
は
知
る
と
い

ふ
こ
と
の
果
に
く
る
人
間
が
一
切
の
も
の
か
ら
隔
て
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
孤

独
と
そ
こ
か
ら
生
れ
る
虚
し
さ
と
け
ん
怠
が
あ
っ
た
。
サ
ル
ト
ル
の
「
嘔
吐
」

が
生
れ
る
た
め
に
は
西
欧
の
知
識
人
の
生
活
の
上
に
何
回
か
の
「
逢
び
き
」

の
様
な
風
景
が
繰
返
さ
れ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
孤
独
の
極
限
ま
で
行
き
つ
い
た
自
分
自
身
を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
彼
は
自
己
の
存
在
の
虚
し
さ
と
共
に
そ
の
虚
し
さ
に
支
え
ら
れ

て
ゐ
る
自
分
の
存
在
を
感
じ
そ
し
て
凡
て
の
も
の
を
吐
い
て
し
ま
ふ
。
そ
こ

に
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
吐
洩
物
は
い
は
ゞ
彼
の
生
活
を
と
り
ま
く
知
性
の
ま
や
か

(
け
・
l
・
)

し
と
孤
独
と
慣
れ
合
ひ
虚
無
を
享
楽
し
て
ゐ
る
自
我
の
み
じ
め
さ
に
外

な
ら
な
い
。
人
間
が
生
き
る
こ
と
、
愛
す
る
こ
と
の
た
め
に
、
知
る
こ
と
理

解
す
る
こ
と
は
も
は
や
何
の
役
に
も
た
た
な
い
と
い
ふ
事
実
が
彼
の
心
に
の

し
か
ゝ
り
、
そ
の
と
き
な
は
も
生
き
よ
う
と
す
る
最
後
の
意
志
が
彼
を
嘔
吐

さ
せ
る
。
愛
す
る
こ
と
の
た
め
に
は
心
の
旅
路
に
疲
れ
切
っ
た
妻
の
手
の
上

に
自
分
の
手
を
の
せ
る
こ
と
だ
け
で
十
分
な
の
だ
ら
う
か
。
彼
は
妻
の
横
面

を
張
り
と
ば
す
た
め
に
そ
の
右
手
を
使
ふ
べ
き
で
は
な
か
つ
た
か
。

小
説
七
篇
、
評
論
七
篇
、
詩
十
数
篇
の
数
多
い
作
品
を
読
み
返
し
っ
ゝ
僕

へ
叩
1
一
、
)

の
感
じ
た
の
は
そ
な
ん
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
次
元
の
低
い
孤
独
は
次
元

の
低
い
救
ひ
で
癒
さ
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
高
い
孤
独
と
絶
望
は
遂
に
激
し
い

嘔
吐
と
な
っ
て
新
し
い
地
平
を
切
り
拓
く
で
あ
ら
う
　
ー
　
特
に
文
芸
作
品
に

就
い
て
僕
の
言
ひ
た
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
又
過
去
の
日
本
文
学
の

伝
統
全
般
に
つ
い
て
言
は
れ
得
る
こ
と
な
の
で
あ
る
が
。

安
っ
ぽ
い
上
り
は
勿
論
排
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
二
十
世
紀
も
半
を
過

ぎ
ん
と
し
新
し
い
世
界
が
新
し
い
歴
史
の
担
ひ
手
に
よ
っ
て
た
く
ま
し
く
繰

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
こ
の
動
乱
の
中
に
あ
っ
て
な
は
且
つ
次
元

へ
{
・
一
・
)

の
低
い
知
性
の
ま
や
か
し
に
沈
り
ん
と
す
る
精
神
を
僕
は
敢
え
て
き
う

弾
し
た
い
と
思
ふ
。
さ
う
言
っ
た
意
味
に
於
い
て
北
村
君
の
「
泥
ね
い
」
小
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林
君
の
「
夕
焼
」
に
比
べ
る
と
き
、
山
本
君
の
「
童
貞
」
は
構
成
に
於
い
て

失
敗
し
た
と
は
い
へ
新
し
い
可
能
性
を
求
め
て
這
ひ
づ
り
上
ら
う
と
す
る
烈

し
い
意
慾
に
満
ち
た
麗
し
い
作
品
で
あ
っ
た
　
唯
目
的
意
識
の
な
い
実
践
は

正
し
く
そ
の
名
に
値
し
な
い
こ
と
を
考
へ
て
欲
し
い
。
真
杉
君
に
二
言
、
現

実
の
表
面
を
撫
で
る
だ
け
で
は
よ
し
そ
れ
が
善
い
方
向
を
捉
へ
た
と
し
て
も

高
い
レ
ア
リ
ズ
ム
と
し
て
結
晶
し
な
い
。
主
題
の
積
極
性
と
共
に
対
象
の
把

捉
の
幅
と
い
ふ
か
、
探
さ
と
い
ふ
か
え
ぐ
り
出
す
と
い
っ
た
様
な
感
じ
-
-

そ
れ
は
趨
君
の
「
病
躯
」
に
も
言
ひ
た
い
こ
と
で
あ
る
。
中
山
君
の
は
技
巧

的
に
(
筋
の
上
か
ら
も
表
現
の
上
か
ら
も
)
完
成
さ
れ
た
好
品
。
唯
、
前
述

の
全
般
的
な
感
想
は
中
山
君
の
作
品
も
例
外
で
は
な
い
と
思
ふ

詩
の
評
は
中
山
君
に
頼
ん
だ
。
掲
載
出
来
な
か
っ
た
が
河
合
君
の
映
画
論
、

関
山
君
、
辻
君
の
エ
ッ
セ
イ
等
の
力
作
が
あ
っ
た
。
山
本
君
の
歌
舞
伎
論
は

わ
ざ
わ
ざ
お
頼
み
し
た
の
で
あ
る
が
紙
面
の
都
合
上
割
愛
し
た
。
御
諒
承
。

試
験
そ
の
他
で
と
り
か
ゝ
り
が
遅
れ
、
資
金
、
用
紙
、
印
刷
所
等
の
関
係

で
発
行
の
延
び
た
こ
と
深
く
お
わ
び
す
る
次
第
で
あ
る
。

国
内
的
に
国
際
的
に
も
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
巧
妙
な
復
活
が
あ
る
　
ろ
う
劣

で
邪
悪
な
精
神
と
反
文
明
的
な
暴
力
が
再
び
組
織
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
ゐ

る
。
我
々
は
一
九
三
〇
年
の
誤
謬
を
二
度
と
繰
返
し
て
は
な
ら
ぬ
。
今
こ
そ

自
覚
せ
る
知
識
人
が
甘
い
虚
無
と
諦
念
の
眠
り
か
ら
醒
め
て
そ
の
善
意
と
理

性
の
一
切
を
傾
け
る
べ
き
秋
だ
。

「
我
々
は
愚
昧
と
痴
呆
は
許
せ
て
も
悪
意
と
非
理
性
の
精
神
を
許
せ
岡

る
で
あ
ろ
う
、
筆
者
の
署
名
も
不
明
だ
。
し
か
し
、
前
の
第
二
ハ
四
号
の
場
合
、

「
後
記
」
末
尾
に
は
「
(
杉
山
)
」
と
あ
っ
て
、
同
号
発
行
時
の
時
報
委
員
杉
山
邦

衛
が
筆
者
と
知
れ
る
。
ま
た
、
後
の
第
二
ハ
六
号
の
場
合
、
「
編
輯
後
記
」
末
尾

に
は
「
(
大
岡
記
)
」
と
あ
り
、
同
号
発
行
時
の
時
報
委
員
大
岡
信
が
筆
者
と
知
れ

る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
第
一
六
五
号
の
「
編
集
後
記
」
の
筆
者
は
、
同
号
発
行
時
の

時
報
委
員
日
野
啓
三
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
「
編
集
後
記
」
に
は
、
凡

庸
で
な
い
筆
力
が
潜
ん
で
い
て
、
日
野
啓
三
が
筆
者
に
相
応
し
い
と
も
思
う
。

猶
、
日
野
啓
三
は
、
「
向
陵
時
報
」
第
一
六
五
号
の
発
行
後
、
一
学
年
下
の
大

岡
信
を
時
報
委
員
の
後
任
に
指
名
し
て
、
一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
四
月
、
東

京
帝
国
大
学
文
学
部
社
会
学
科
へ
と
進
学
し
た
。

行
分
不

私
の
入
手
し
た
「
向
陵
時
報
」
第
一
六
五
号
の
複
写
で
は
、
「
編
集
後
記
」
の

、
末
尾
が
不
鮮
明
で
、
読
み
取
り
が
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
文
末
に
記
さ
れ
て
い

〔
付
記
〕
二
〇
〇
七
年
四
月
頃
、
偶
然
に
相
馬
庸
郎
氏
編
著
の
個
人
誌
「
日
野
啓
三
研
究
」

第
二
号
(
二
〇
〇
六
年
六
月
一
日
付
発
行
)
の
存
在
を
知
っ
て
、
そ
の
「
あ
と
が
き
」

で
、
ふ
く
や
ま
文
学
館
で
「
日
野
啓
三
の
世
界
」
展
(
会
期
自
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一

四
日
至
二
〇
〇
六
年
一
月
二
二
日
)
が
開
催
さ
れ
た
事
を
知
っ
た
。
ふ
く
や
ま
文
学
観

で
は
、
図
録
「
日
野
啓
三
の
世
界
」
も
発
行
さ
れ
て
い
た
。
相
馬
庸
郎
氏
の
個
人
誌
「
日

野
啓
三
研
究
」
は
、
第
二
号
(
二
〇
〇
六
年
八
月
三
〇
日
付
発
行
)
、
第
三
号
(
二
〇
〇

六
竺
二
月
二
〇
日
付
発
行
)
と
号
を
重
ね
て
い
て
、
過
日
第
四
号
(
二
〇
〇
七
年
七

月
一
〇
日
付
発
行
)
が
発
行
さ
れ
た
。
相
馬
庸
郎
氏
と
ふ
く
や
ま
文
学
館
の
尽
力
に
敬

意
を
抱
き
、
そ
れ
ら
一
連
の
動
向
に
刺
戟
さ
れ
て
、
自
分
で
も
思
い
が
け
な
か
っ
た
、

こ
の
よ
う
な
日
野
啓
三
関
係
資
料
の
紹
介
を
思
い
立
つ
に
到
っ
た
。
こ
の
拙
稿
は
、
「
戦

後
の
『
向
陵
時
報
』
」
「
日
野
啓
三
『
向
陵
時
報
』
の
習
作
」
と
併
せ
て
、
三
部
か
ら
成

る
「
日
野
啓
三
と
『
向
陵
時
報
』
」
の
「
Ⅱ
」
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。

(
や
ま
の
う
ち
　
し
よ
う
し
)
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